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	 行 事 名
	甲山森林公園　自然観察会

	実施日時
	２３年１１月　１０日（木曜日）　１０時～　１５時　　天候：晴れ

	場　所
	甲山森林公園　

	テーマ
	果実と種子についての講座と登山道にて実習　今月の木イチョウ

	講師
	児玉勝久講師

	聴講者数
	３６名

	内容
（項目と概要）
	１０時から果実と種子について
　　果実と種子は混同されて実と言って使われることがあるので、果実と種子の生物学的な区分について詳しく説明された。

　　　　果実　　被子植物
　　　　種子　　裸子植物　（ソテツ科　イチョウ　マツ科　スギ科　コウヤマキ科　ヒノキ科
　　　　　　　　　　　　　　　　マキ科　イヌガヤ科　イチイ科）

果実については

　　　　真果と偽果がある　　真果と偽果は花の成り立ちから作られる。
　　真果　は子房上位　カキのように子房が、がく片や花弁の上についている
　　偽果　は子房下位　と子房中位

イチゴ　リンゴ　バラ　等花床が付け加わったもの、　ホウレンソウのように苞葉が加わったもの、　イチゴ　サネカズラ　のように肉質になった花床の上に複数の果実が集まって果実になる。
果実の特徴

　痩果、袋果、朔果、核果、しょう果、堅果、翼果、豆果、核果、穎果、

バラ果の多様な果実、球果、
種子の構造など詳しく説明された。

１１時から登山道で実際に果実や種子を見ながら観察、途中昼食、日差しの中で

みくるま池を回り、小さな観察会の下見をしながら管理棟まで歩いた。
その後幹事会を約１時間１０名の出席者で開いた。

配付資料

１．果実と種子（児玉）

２．今月の樹　イチョウ（児玉）
３．登山道の樹木と実（児玉）


	まとめ
感　想
	雨の予報もはずれ１１月らしい寒さの中、紅葉の始まりを楽しみながらの１日でした。
植物用語はなかなか難しくあいまいに使っている中でも果実と種子について

詳しく教えていただいた。１１月の山は紅葉ばかりでなく実りも楽しめたようです。


